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ローダIノーを高めよ.／

思いを尽くし熱意を尽くし.／
199()～91年鹿RI会瞳 ′、:，ノロV.[
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第406回例会平成2年10月26日(金)曇／雨 秋季家族会於天竜峡へ

◇出席報告

会貝68名 出席 19名

出席率27．94％

前回 10月16日 （修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 91名(IO/23)

◇鷲野幹事報告

1 次回例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理蔀役員の方はお残り下さい。

2． ロータリー適用相場現在155円が、 11月1

日より140ixlと変更になりますのでお知らせ

いたします。

◇北野親睦委員長挨拶

本日はご出席下さり有難うございました。

お天気が大変心配されましたが、幸いきの

うからの雨も上がり、ホッとしております。

私も天竜峡は初めての事で、皆様といっし

ょに楽しい一日を過ごしたいと思います。

◇成田会長挨拶

本日は皆様にお会いできることを楽しみに

しておりました。

この旅行は、北野親睦委員長に大変お世話

をいただき、ありがとうございました。

本日はいつもの例会と違って、おいしい空

気と自然の中で、いつもはお忙しい皆様も仕

事等の疲れをいやし、のんびりとお過ごし下

さい。

11 ：15～11 :40水引き細工見学

水引きで、鶴、蝶等を作るあざやかな手さ

ばきを見せていただきました。

へ

11 :40～12:20開善寺参拝

ひ

1400～1500天竜舟下り

天厳峡温泉にて昼食の後、如射橋より唐笠

までの間を天竜ライン遊船に乗船しました。

ガイドさんの案内と、船頭さんによる投網

を見せていただき、大自然の溪谷の中の舟下

りをゆったりと堪能しました。

秋季家族会

9:00～11 ; 15名古屋～飯田

名古屋を出発して2時間余り。一路天竜峡

へ向かう車に'.では、はや宴会のような盛り上

がりで、楽しい一日を予感させていました。
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15:25～16:0O りんご農園

本日の最終目的地であるりんご農園では、

りんご食べ放題！

皆さんもぎたてのみずみずしさを存分に味

わっておられました。

19:00 名古屋着

おつかれさまでした。
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（ ） ， 【11途人会背の実側l州翠

◇次回例会(10月30日）

識斌 “職業奉仕雑話”

第276地区職業奉仕委員長（岡崎南RC)

岡田一秀氏

◇次々回例会（11月6日）

1M報告

第276地区社会奉仕委員長会談報告
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